
動物検疫業務及び植物検疫業務(輸出入・港湾及び空港手続関係業務）に係る業務・システムの最適化計画の概要
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○ 年間約1.5億円のシステム運用経費を削減

○ 年間延べ約2.7万時間の業務処理時間を短縮

○ 年間延べ約4.3万時間申請手続時間を短縮
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【現　　状】

  １　電子申請の推進
　　・インターネットを利用した申請受付
　　・24時間365日申請受付
　　・輸出植物検疫業務の電子化

　２　効率的・効果的な動植物検疫業務の遂行
　　・データベースを活用した業務支援
 

　３　検疫業務手法の蓄積、普及及び継承による人材の育成強化
　　・動植物検疫業務に必要な技術等を効率的に習得する環境の整備

効  果

電子申請の推進

システムの再構築による
保守・運用経費削減

検疫データ及び海外情報
の蓄積と活用

　４　動植物検疫業務の信頼性確保
　　・ホームページの検索機能の向上
　　・わかりやすい情報提供の推進

　５　システムにかかる経費の削減及び安全性・信頼性の向 上・強化
　　・システムの再構築によるシステム保守・運用経費削減
　　・情報セキュリティ対策の強化及びシステム企画・管理業務の強化

最適化の基本理念と実施内容
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【最適化後】

農林水産省
LAN

システム

〈分離調達〉

府省共通ポータル

インターネット


	Sheet1

